
 

巣立ちゆく１９名のみなさんへ 

                                                          

校長 筒井 啓介 

卒業おめでとうございます。 

今から振り返れば、あっという間の３年間だったと思います。 

私は、３年生のみなさんと一緒に過ごせたのはわずか２年間でした。その間校長として、「みなさ

んに何ができたか」を考えると、思い当たることよりも、みなさんから学ぶことの方がたくさん

あったと思います。今、ここで心から感謝するとともに、「卒業おめでとう」と述べたいと思いま

す。 

さて、皆さんの卒業に向けて、私から次のメッセージを送りたいと思います。西谷中学校を卒

業し、明日からの「進路」は、みんな異なります。たとえ同じ高校に行こうが、みなさんの長い

人生における「進路」は、人それぞれに異なるはずです。今日、３月１４日、みなさんは９年間

にわたる義務教育を無事に修了し、これからは、まさに自らの手で自分の未来を切り拓いていか

ねばなりません。そのスタートラインに立ったわけです。 

しかし、具体的な「進路」は異なっていても、みなさんは、いや、この社会、この世界に生き

ている私たちは、みな同じ「人間」です。そして、人間として連帯して「今」という大きな山を

登っているのです。その山に登るには、たくさんの登り道があります。しかし、登り口はどこで

もいいのです。大切なことはたった二つです。一つは、「方角を誤らないこと」そして、「最後ま

で登りきること」です。この二つのことを忘れなければみなさんは、いや、私たちはみんながそ

の頂上で握手することができるはずなのです。 

「方角を誤るな！！」「最後まで諦めずに登れ！！」このことを心に深く刻んで頑張ってくださ

い。 

みなさんは一人ではありません。共に学んだ１９人の仲間、 

みなさんを温かく見守り支えてきた先生方、そして、私が 

ついています。困った時にはいつでも相談に来てください。 

みなさんの輝かしい未来と、更なる飛躍を心から応援して 

います。 
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■卒業式が近づいてきましたⅤ～卒業式練習～ 

  ついに卒業式前日となりました。下記の写真は卒業式練習の様子ですが、３年間を共に過ごした

仲間や先生方、ここまで立派に育てあげてくれた保護者のみんなさん、いつも支えてくれた家族の

皆さんに向けて力強く巣立っていく姿を見ていただけるように皆で頑張っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 卒業式練習の様子（３月１０撮影） 



■卒業式が近づいてきましたⅥ～中学校生活最後の給食～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

美味しい給食を感謝していただきます（３月１１日撮影） 
みんなで食べると自然な笑顔になるね（３月１１日撮影） 


